
1週間前に受診した前の日に、突然歩けなくなっ
て、だっこしてもいたがるようになった。
今日の再診では、少し後肢をひきずりながらも
歩けるようになっていた。

痛覚はしっかりあったので手術ではなく、
おうちで安静にするようにした。
お薬はなくて、ビタミン剤が出されていた。

食事内容は変更なし。ただ、歩けなくて食べにく
いので、飼い主さんが手で食べさせてあげる。
家では基本的にクレートから出ないよう注意。
トイレに出すときも、すべらないようそっと下ろす。

・ちゃんと歩けるようになるのか？
・悪化したり、一回このままよくなっても再発した
りしないのか？
・後ろ足をひきずって、皮フ炎になったりしないか？

冒頭（P2-3）にある事前準備の
チェック欄で、実習の忘れ物が
ないようしっかり確認

気になったページは、
あとでわかるように、
カドを折っておこう
（ドッグイヤー）

実際に遭遇した疾患は
「症例ノート」に記録して、
自分なりに看護計画を
書き溜めていこう

他にも自分が使いやすいように自由に書き込んで自分だけの「最強お守りノート」を作ろう！他にも自分が使いやすいように自由に書き込んで自分だけの「最強お守りノート」を作ろう！

予習で理解したり、実際に見学・体験できたら
「 　 理解した」 「　 体験した」や各項目の
チェック欄にどんどんチェック

「 　 理解した」 「 　 体験した」
「症例ノート」のチェックを
冒頭（P4-5）のチェック欄に書き写して、
実習の達成度を自己評価しよう

の使い方


